










要約 

重症仮死合併を併い,頭蓋内出血をきたした。成熟新生児に対して,PB 静注療法を施行し,

その抗痙撃作用と,心拍及び血圧に対する影響を検討した。重症仮死を伴ったものほど痙撃

の発現頻度は高く,PB 静注療法は,坐剤法に比して痙撃の治療及び,予防に有効であった。 

PB 血中濃度は,静注後 1時間以内に速やかに上昇し,髄液への移行も良好であった。施行に

あたっては,初回静注後 6時間前後の血圧の低下に対し充分な注意が必要と考えられた。 


